
 

 

 

＜実施日＞ 2023年 5月 12日(金)  天気 晴れ 

＜ 集合 ＞ 9：45 JR高槻駅中央改札～北口デッキ   ＜参加人数＞ 68名 

＜行程＞  市バス増発便 10：05発「原大橋行」乗車＝ =10：25着 

3班  A (1班・2班) B（3班・5班）C（4班・6 班）に分かれてボランティアガイド 

3 名とともに原八景（内七景）をめぐる…京坂帰牛…本山暮雪…大森晴嵐…宮下落雁…原

公民館（昼食・班長会）…横山秋月…淨圓暮鐘（集合写真）…河原夕照 13：30（ガイド説

明終了）…摂津峡へ…白滝（希望者）…八畳岩（トイレ休憩）…桜公園…市バス増発便「塚

脇」15：17発＝ =JR高槻駅北（解散） 

 

 

 

 

            

          京坂帰牛            原地区の民家       宮下落雁 

 

 

 

 

      

    淨圓暮鐘     淨圓寺からの眺め             河原夕照 

 

 

 

 

 

     摂津峡            摂津峡を歩く          夫婦岩     

高槻市の北部に位置する原地区は、盆地の中央を芥川が流れ、高槻随一ののどかな田園風景で、かって

寒天の産地として栄えたこともあった。明治時代に神峰山寺の僧が美しい景色を漢詩に読んだという原

八景の歴史にふれた後、新緑が目に鮮やかな摂津峡を歩き、初夏の好天気のもと、とても気持ちの良い

一日でした。八景巡りのみでの帰宅者は 5名でした。 

一口メモ・ガイドさんの説明が今一つ伝わってこず、高槻のマイナーな歴史の面白さが伝わっていれば、

より楽しかったのだが・・・と感じたグループもあった。 

・田園の原風景、都会にない風景や摂津峡の流れ、水の音、青紅葉でクールダウンできました。 

・桜広場でゆっくり休憩できたのがよかった。 

・高槻の市街地からそれほど遠くないところに、まだ開発の手が届かない原八景の美しい田園

風景に心が奪われました。 

・摂津峡の変化に富んだ流れを見て、きたるべき猛暑に負けずに頑張ります。 

・高槻・原八景を歩きながら唱歌「ふるさと」の歌詞の一節を思い出し、とても懐かしい風景

でした。 

）） 高槻・原八景めぐり＆新緑の摂津峡を歩く  活動記録  担当 2班 

  


